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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業222企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は卸売業・小売業・サービス業で改善

4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△9.5、実績比2.7ポイント低下の見込
　来期は、卸売業で改善、サービス業が横ばい、その他の業種では低下を見込んでいます。項目別では、売
上判断D.Iは横ばい、収益判断D.Iは当期実績比3.6ポイント改善、販売価格判断D.Iは同1.4ポイント改善を見
込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績比0.5ポイント改善、また、残業時間D.Iは同
2.7ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、「経費の節減」が54.3％、「販路を広げる」が43.4％、「人材を確保する」が20.8％
と上位になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は△6.8と、
2017年1～3月期(前期)の調査より3.6ポイント改善しました。
　業種別では、建設業で前期比5.8ポイント低下しましたが、卸売業
は前期比9.7ポイント、小売業は同4.8ポイント、サービス業は同17.2
ポイントそれぞれ改善し、製造業と不動産業は横ばいとなりました。
　項目別では、売上判断D.Iは△3.2と前期比5.4ポイント、収益判
断D.Iは△8.6と同1.8ポイントともに改善。また、前年同期比売上額
判断D.Iは△5.4、同0.9ポイント低下、同収益判断D.Iは△10.9と横
ばいでした。
　雇用面では、人手過不足D.Iは△18.6と前期比2.7ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。また、前期
比残業時間D.Iも0.9と同1.8ポイント低下しました。
　借入金の動きや借入難易度では特に大きな変化は見られませんでした。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が36.7％、「同業者間の競争激化」が33.5％、「利幅の縮小」が21.3％
で上位となり、前期と同様の課題が挙げられました。
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年1～3月 29年4～6月 29年7～9月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、３.６ポイント改善し△６.８。来期は、２.７ポイント低下し△９.５の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２.９。来期は、４.５ポイント低下し△７.４の見通し。

業況判断D.Iは、９.７ポイント改善し△１２.９。来期は、１６.２ポイント改善し３.３の見通し。

業況判断D.Iは、４.８ポイント改善し△２６.９。来期は、７.３ポイント低下し△３４.２の見通し。

業況判断D.Iは、１７.２ポイント改善し３.４。来期は、０.１ポイント改善し、３.５の見通し。

 業況判断D.Iは、５.８ポイント低下し２.８。来期は、８.５ポイント低下し△５.７の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの０.０。来期は、１１.８ポイント低下し△１１.８の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.92
（2017.４～６月期）

結城信用金庫営業統括部



　業況判断D.Iは△2.9、前期比横ばい
　項目別では、売上額判断D.Iが1.5と前期比3.0ポイント改善、収益判断D.Iでは△1.5と同2.9ポイント改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが7.2、同5.７ポイント、同収益判断D.Iが4.3、同8.7ポイントと
もに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは△24.6と前期比1.1ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iも0.0と同7.4ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が24.6％（前期23.5％）、「予定あり」が18.2％（前期17.9％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は17.6％（前期17.6％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が30.9％、｢原材料高｣が25.0％、「人手不足」が23.5％と
上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△7.4、当期実績比4.5ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iは当期実績比横ばい、
収益判断D.Iは同3.0ポイント改善、販売価格判断D.Iは
同2.9ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比1.5ポイント低下、残業時間D.Iは同2.9ポイント改
善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が60.3％、
「販路を広げる」が54.4％、「人材を確保する」が
22.1％と上位に挙げられました。

　当社は、女性の割合が大きく、今後も更なる活躍が期待できるため、労働条件・
労働環境を見直すことが課題。
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4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し
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実　績
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実　績
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実　績
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見通し

4～6月の
実　績
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【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加（良い） 変わらず（変化無し） 減少（悪い）

 17.4 66.7 15.9 

 15.9 66.7  17.4 

 17.4 66.7  15.9 

 17.4 66.7 15.9 

  

 

 16.2 64.7  19.1 

 13.2 66.2  20.6 

 15.9 79.7  4.3 

 8.7 88.4  2.9 

18.1％

17.1％

　　　　　　　　　　　　　　16.2％

　　　　　　　8.6％

■ 製 造 業 回答企業数68企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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（単位：％）
問4 貴社では、３～５年後に向けて安定した事業を続けるために、どのような状況になれば

積極的な設備投資を開始しますか。１つ選んでお答えください。

（単位：％）

問5 貴社では、３～５年後の事業の継続・発展へ向けて、公的機関、商工会議所、商工会、金融機関等
の経営相談窓口からどのような支援を受けたいですか。３つ以内で選んでお答えください。

（単位：％）
問3 貴社では、３～５年後に向けて、現在の事業をどのように展開していきたいとお考えですか。

図1を参考に、最も当てはまるものを１つ選んでお答えください。

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

事業計画、経営戦略の策定支援
人材確保・育成支援

販路開拓・マーケティング支援
補助金・助成金の活用支援

事業承継支援
ＩＴ・ＨＰ・ＳＮＳ活用支援
製品・商品・サービス開発支援

海外展開支援
特に支援を必要としていない

そ　の　他

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

景気の先行き不透明の払拭
自社の業況の改善

設備投資税制優遇や補助金等の拡充
設備の陳腐化・老朽化
事業承継の問題解消

ＩＴ化投資の必要性増大
業 種 転 換

すでに積極化している
そもそも積極的な設備投資を行うつもりはない

そ　の　他

新しい販路・
市場の開拓
　  （２）

〈図1〉

現状維持（１）
新しい製品・商品・
サービスの開発
　　　（３）

全く異なる事業
（４）

現在の事業を、
現状のまま継続したい
54.3％新しい販路・市場を

開拓したい
29.4％

現在の事業を、
現状のまま継続したい
54.3％新しい販路・市場を

開拓したい
29.4％

新しい製品・商品・サービスを
開発したい　5.5％
新しい製品・商品・サービスを
開発したい　5.5％

全く異なる事業を手がけたい 1.3％

事業は縮小・撤退する  1.3％ 特に考えていない（わからない）
8.2％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46.6％

　　　　　　　　　　　　　　　　 19.9％

　　　  4.5％

　　　　　　　8.6％

　1.4％

　1.4％

0.0％

　1.4％

　　　　　　　　　　　　　16.2％

0.0％

　　　　　　　　　　　　　　　　  18.8％

　　　　　　　　　　　　　　16.2％

　　　　　　　　　　　　　　　　  19.0％

　　　　　　　　　　　　　　　17.1％

　　　　　5.7％

　　2.2％

　　 2.6％

0.0％

　　　　　　　　　　　　　　　  18.1％

 0.3％



　業況判断D.Iは△12.9、前期比9.７ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iは△6.4と前期比6.5ポイント、収益判断D.Iは0.0と同9.７ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△6.5、前期比3.2ポイント、同収益判断D.Iは△9.7、同6.４ポ
イントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△6.5と前期比6.5ポイント低下し、人手不足感がやや強まりまし
た。また、前期比残業時間D.Iも0.0と同3.2ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が25.8％（前期25.8％）、「予定あり」が20.7％（同13.3％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は16.1％（前期9.7％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が48.４％、「売上の停滞・減少」が41.9％、「取引先の
減少」が25.8％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは3.3、当期実績比16.2ポイント
改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iは当期実績比6.5ポイン
ト改善、収益判断D.I、販売価格判断D.Iともに横ばい
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.3ポイント改善、残業時間判断D.Iは同3.2ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が71.0％、
「経費の節減」が54.8％、「情報力の強化」が32.3％
と上位に挙げられました。

　概ね順調に推移しており、現在、新商品の開発にも積極的に取組みながら、ネット
販売等も利用して売上増加を図っている。
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4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
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7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
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4～6月の
実　績

7～9月の
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【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

増加（良い） 変わらず（変化無し） 減少（悪い）

 22.6 54.8  22.6 

 22.6 54.8  22.6 

 22.6 54.8  22.6 

 22.6 48.4  29.0  16.1 54.8  29.0

  
 22.6 58.1  19.3 

 22.6  74.2  3.2

 19.4  74.2  6.4 

■ 卸 売 業 回答企業数31企業（回答率93.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8
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前年同期比販売価格
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（単位：％）
問1 貴社では、３～５年後の自社の事業をどのように見通していますか。

　「中小企業の3～5年後の事業の見通し」について調査を実施しました。
　貴社では、3～5年後に向けて、安定した事業を続けるために重視する事柄や、現在の事業をどのように
展開していきたいか、また、安定した事業を続けるためにどのような状況になれば積極的な設備投資を開
始するかなどについて、結果を次のように取り纏めました。安定した事業を続けるために重視する事柄で
は、｢販路・取引先｣とする割合が29.1％、現在の事業をどのように展開していきたいかでは、｢現在の事業
を、現状のまま継続したい｣が54.3％を占めております。
　以下に、詳しく掲載しております。

中小企業の３～５年後の事業の見通しについて中小企業の３～５年後の事業の見通しについて

（単位：％）
問2 貴社では、３～5年後に向けて安定した事業を続けるために重視する事柄について、

どのようにお考えですか。３つ以内で選んでお答えください。

明るい 1.4％
やや明るい 12.2％

どちらともいえない
64.4％

やや暗い 19.8％

暗い 2.2％

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

人　　材
資　　金

設備・機械等
経営組織・体制（経営力）

外部情報の入手
技術・ノウハウ
販路・取引先

協力機関との連携（産学官連携等）
事業承継等

事業継続の意思なし（廃業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　21.4％

　　　　　　　　　11.4％

　　　　　　　9.1％

　　　　　6.7％

　　　4.3％

　　　　　　　　 10.8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   29.1％

1.1％

　　　  5.0％

1.1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　21.4％

　　　　　　　　　11.4％

　　　　　　　9.1％

　　　　　6.7％

　　　4.3％

　　　　　　　　 10.8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   29.1％

1.1％

　　　  5.0％

1.1％



　業況判断D.Iは△26.9、前期比4.8ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△12.1と前期比5.0ポイント改善、収益判断D.Iは△19.5と同横ばいでした。
また、前年同期比売上額判断D.Iが△9.8、前期比7.3ポイント、同収益判断D.Iは△22.0、同2.4ポイントとも
に改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5と前期比2.5ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比7.5ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が24.4％（前期22.0％）、「予定あり」が19.5％（前期22.5％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は14.6％（前期17.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が53.7％、「同業者間の競争激化」が31.7％、「大型店との
競争激化」が24.4％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△34.2、当期実績比7.3ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.8ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同1.6ポイント、販売価格判断
D.Iは同7.4ポイントともに改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比2.5ポイント低下、また、残業時間判断D.Iも同2.5
ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が53.7％、
「売れ筋商品の取扱」が31.7％、「品揃えを改善す
る」が26.8％と上位に挙げられました。

　同業他社との競合で収益環境に影響が出ており、今後、どのようにして他社との
差別化を図り、顧客を獲得できるかが課題。

　業況判断D.Iは0.0、前期比横ばい
　項目別では、売上額判断D.Iが△11.8と前期比11.8ポイント、収益判断D.Iも△11.8と同11.8ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが△12.5と前期比12.5ポイント、収益判断D.Iも△12.５と
同12.5ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.6と前期比5.8ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは17.6と同17.6ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が35.3％（前期29.4％）、「予定あり」は23.5％（前期23.5％）を示して
います。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣「商品物件の不足」がともに41.2％、「売上の停滞・減少」
が35.3％で上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△11.8、当期実績比11.8
ポイント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比17.7ポイ
ント、収益判断D.Iは同17.７ポイントともに改善、ま
た、販売価格判断D.Iも当期実績比5.9ポイント改善を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは横ばい、
残業時間D.Iは17.6ポイント低下の見通しとなってい
ます。
　当面の重点施策では、「情報力の強化」が64.7％、
「販路を広げる」が58.8％、「宣伝･広告の強化」が
47.1％と上位に挙げられました。

　現在、アパートの管理業務が主体で不動産の動きは鈍く、売上・収益ともに変化
がない状況にある。
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 17.6 52.9  29.4  17.6 64.7  17.6 
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■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数17企業（回答率94.4％）
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　業況判断D.Iは3.4、前期比17.2ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△6.9、前期比34.5ポイント、収益判断D.Iが△13.8と同20.７ポイントとも
に改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが△17.2、前期比横ばい、同収益判断D.Iは△17.2、同3.5
ポイント改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.3と横ばい、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比3.4ポイント
改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が10.7％（前期20.7％）、「予定あり」が10.3％（前期7.1％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.3％（前期17.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が41.4％、「売上の停滞･減少」が34.5％、「利幅の縮小」
が20.7％上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは3.5、当期実績比0.1ポイン
ト改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比6.9ポイン
ト、収益判断D.Iでは同3.5ポイントともに低下を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
7.１ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比6.9ポイント増加、また、残業時間判断D.Iは同3.4
ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.7％、
「販路を広げる」が44.8％、「技術力の強化」が
24.1％と上位に挙げられました。

　新規取引先からの受注要請はあるものの、そのための設備投資を投下できない。
若手従業員の確保が課題。

　業況判断D.Iは2.8、前期比5.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが8.6と前期比5.7ポイント低下、受注残判断D.Iも2.9と同2.8ポイント低下し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△11.4、前期比22.8ポイント低下、同収益判断D.Iも△22.9、同
22.9ポイント低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△31.4と前期比2.8ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iも△2.9と前期比14.3ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が28.6％（前期31.4％）、「予定あり」が25.7％（前期31.4％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は22.9％（前期14.3％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が48.6％、「人手不足｣が45.7％、「利幅の縮小」が34.3％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△5.7、当期比8.5ポイント
低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比2.8ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同8.6ポイント改善、また、材
料価格判断D.Iでは同11.4ポイント低下を見込んでい
ます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横ばい、残業時間判断D.Iは同5.7ポイント低下の見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が62.9％、｢人
材を確保する｣が45.7％、「販路を広げる｣が40.0％
と上位に挙げられました。

　受注があっても人手不足では対応できるものも対応できず、人材の確保・育成が
今大きな問題となっている。
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■ サービス業 回答企業数29企業（回答率93.5％）■ 建 設 業 回答企業数35企業（回答率97.2％）
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　業況判断D.Iは3.4、前期比17.2ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△6.9、前期比34.5ポイント、収益判断D.Iが△13.8と同20.７ポイントとも
に改善しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが△17.2、前期比横ばい、同収益判断D.Iは△17.2、同3.5
ポイント改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△10.3と横ばい、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比3.4ポイント
改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が10.7％（前期20.7％）、「予定あり」が10.3％（前期7.1％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は10.3％（前期17.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が41.4％、「売上の停滞･減少」が34.5％、「利幅の縮小」
が20.7％上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは3.5、当期実績比0.1ポイン
ト改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比6.9ポイン
ト、収益判断D.Iでは同3.5ポイントともに低下を見込
んでいます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比
7.１ポイントの低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比6.9ポイント増加、また、残業時間判断D.Iは同3.4
ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が51.7％、
「販路を広げる」が44.8％、「技術力の強化」が
24.1％と上位に挙げられました。

　新規取引先からの受注要請はあるものの、そのための設備投資を投下できない。
若手従業員の確保が課題。

　業況判断D.Iは2.8、前期比5.8ポイントの低下
　項目別では、売上額判断D.Iが8.6と前期比5.7ポイント低下、受注残判断D.Iも2.9と同2.8ポイント低下し
ました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△11.4、前期比22.8ポイント低下、同収益判断D.Iも△22.9、同
22.9ポイント低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△31.4と前期比2.8ポイント低下し、人手不足感がやや強まりま
した。また、前期比残業時間D.Iも△2.9と前期比14.3ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が28.6％（前期31.4％）、「予定あり」が25.7％（前期31.4％）を示
しています。また、設備投資を実施したと回答した企業は22.9％（前期14.3％）となりました。
　経営上の問題点では「同業者間の競争激化」が48.6％、「人手不足｣が45.7％、「利幅の縮小」が34.3％
と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△5.7、当期比8.5ポイント
低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比2.8ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同8.6ポイント改善、また、材
料価格判断D.Iでは同11.4ポイント低下を見込んでい
ます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比横ばい、残業時間判断D.Iは同5.7ポイント低下の見
通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が62.9％、｢人
材を確保する｣が45.7％、「販路を広げる｣が40.0％
と上位に挙げられました。

　受注があっても人手不足では対応できるものも対応できず、人材の確保・育成が
今大きな問題となっている。
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　業況判断D.Iは△26.9、前期比4.8ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iが△12.1と前期比5.0ポイント改善、収益判断D.Iは△19.5と同横ばいでした。
また、前年同期比売上額判断D.Iが△9.8、前期比7.3ポイント、同収益判断D.Iは△22.0、同2.4ポイントとも
に改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△12.5と前期比2.5ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比7.5ポイント増加しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が24.4％（前期22.0％）、「予定あり」が19.5％（前期22.5％）を示し
ています。また、設備投資を実施したと回答した企業は14.6％（前期17.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が53.7％、「同業者間の競争激化」が31.7％、「大型店との
競争激化」が24.4％と上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△34.2、当期実績比7.3ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.8ポイン
ト低下、収益判断D.Iは同1.6ポイント、販売価格判断
D.Iは同7.4ポイントともに改善を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比2.5ポイント低下、また、残業時間判断D.Iも同2.5
ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が53.7％、
「売れ筋商品の取扱」が31.7％、「品揃えを改善す
る」が26.8％と上位に挙げられました。

　同業他社との競合で収益環境に影響が出ており、今後、どのようにして他社との
差別化を図り、顧客を獲得できるかが課題。

　業況判断D.Iは0.0、前期比横ばい
　項目別では、売上額判断D.Iが△11.8と前期比11.8ポイント、収益判断D.Iも△11.8と同11.8ポイントとも
に低下しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが△12.5と前期比12.5ポイント、収益判断D.Iも△12.５と
同12.5ポイントともに低下しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.6と前期比5.8ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは17.6と同17.6ポイント改善しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が35.3％（前期29.4％）、「予定あり」は23.5％（前期23.5％）を示して
います。
　経営上の問題点では、｢同業者間の競争激化｣「商品物件の不足」がともに41.2％、「売上の停滞・減少」
が35.3％で上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△11.8、当期実績比11.8
ポイント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比17.7ポイ
ント、収益判断D.Iは同17.７ポイントともに改善、ま
た、販売価格判断D.Iも当期実績比5.9ポイント改善を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは横ばい、
残業時間D.Iは17.6ポイント低下の見通しとなってい
ます。
　当面の重点施策では、「情報力の強化」が64.7％、
「販路を広げる」が58.8％、「宣伝･広告の強化」が
47.1％と上位に挙げられました。

　現在、アパートの管理業務が主体で不動産の動きは鈍く、売上・収益ともに変化
がない状況にある。
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4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し　　　　

4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し　　　　

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

増加（良い） 変わらず（変化無し） 減少（悪い）

 7.7 66.7  25.6 

 17.1  46.3  36.6 

 7.7  66.7  25.6 

 22.0  43.9  34.1  9.7  53.7  36.6 

 24.4  70.7  4.9 

 17.5  72.5  10.0 

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

増加（良い） 変わらず（変化無し） 減少（悪い）

 23.5  58.8  17.6 

 17.6  52.9  29.4 

 23.5 58.8  17.6 

 17.6 52.9  29.4  17.6 64.7  17.6 

 17.6  52.9  29.4 

 23.5  70.6  5.9

 11.8  76.5 11.7

 2.4  61.0  36.6 

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数17企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7

 9 12 3 6 9 12 3 6 
15. 16. 17. 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し　

20

10

0

△10

△20

△30

△40

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

 9 12 3 6 9 12 3 6 
15. 16. 17. 

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し　

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

30

20

10

0

△10

△20

△30



　業況判断D.Iは△12.9、前期比9.７ポイントの改善
　項目別では、売上額判断D.Iは△6.4と前期比6.5ポイント、収益判断D.Iは0.0と同9.７ポイントともに改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iは△6.5、前期比3.2ポイント、同収益判断D.Iは△9.7、同6.４ポ
イントともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△6.5と前期比6.5ポイント低下し、人手不足感がやや強まりまし
た。また、前期比残業時間D.Iも0.0と同3.2ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が25.8％（前期25.8％）、「予定あり」が20.7％（同13.3％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は16.1％（前期9.7％）となりました。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」が48.４％、「売上の停滞・減少」が41.9％、「取引先の
減少」が25.8％と上位に挙げられました。

　業績の見通し判断D.Iは3.3、当期実績比16.2ポイント
改善の見込
　項目別では、売上額判断D.Iは当期実績比6.5ポイン
ト改善、収益判断D.I、販売価格判断D.Iともに横ばい
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比3.3ポイント改善、残業時間判断D.Iは同3.2ポイン
ト低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、 「販路を広げる」が71.0％、
「経費の節減」が54.8％、「情報力の強化」が32.3％
と上位に挙げられました。

　概ね順調に推移しており、現在、新商品の開発にも積極的に取組みながら、ネット
販売等も利用して売上増加を図っている。

 Keikyo Report  No.92

8

調査員のコメントから

 Keikyo Report  No.92

3

4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

増加（良い） 変わらず（変化無し） 減少（悪い）

 22.6 54.8  22.6 

 22.6 54.8  22.6 

 22.6 54.8  22.6 

 22.6 48.4  29.0  16.1 54.8  29.0

  
 22.6 58.1  19.3 

 22.6  74.2  3.2

 19.4  74.2  6.4 

■ 卸 売 業 回答企業数31企業（回答率93.9％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

 9 12 3 6 9 12 3 6  
15. 16. 17. 

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

（単位：％）
問1 貴社では、３～５年後の自社の事業をどのように見通していますか。

　「中小企業の3～5年後の事業の見通し」について調査を実施しました。
　貴社では、3～5年後に向けて、安定した事業を続けるために重視する事柄や、現在の事業をどのように
展開していきたいか、また、安定した事業を続けるためにどのような状況になれば積極的な設備投資を開
始するかなどについて、結果を次のように取り纏めました。安定した事業を続けるために重視する事柄で
は、｢販路・取引先｣とする割合が29.1％、現在の事業をどのように展開していきたいかでは、｢現在の事業
を、現状のまま継続したい｣が54.3％を占めております。
　以下に、詳しく掲載しております。

中小企業の３～５年後の事業の見通しについて中小企業の３～５年後の事業の見通しについて

（単位：％）
問2 貴社では、３～5年後に向けて安定した事業を続けるために重視する事柄について、

どのようにお考えですか。３つ以内で選んでお答えください。

明るい 1.4％
やや明るい 12.2％

どちらともいえない
64.4％

やや暗い 19.8％

暗い 2.2％

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

人　　材
資　　金

設備・機械等
経営組織・体制（経営力）

外部情報の入手
技術・ノウハウ
販路・取引先

協力機関との連携（産学官連携等）
事業承継等

事業継続の意思なし（廃業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　21.4％

　　　　　　　　　11.4％

　　　　　　　9.1％

　　　　　6.7％

　　　4.3％

　　　　　　　　 10.8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   29.1％

1.1％

　　　  5.0％

1.1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　21.4％

　　　　　　　　　11.4％

　　　　　　　9.1％

　　　　　6.7％

　　　4.3％

　　　　　　　　 10.8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   29.1％

1.1％

　　　  5.0％

1.1％



　業況判断D.Iは△2.9、前期比横ばい
　項目別では、売上額判断D.Iが1.5と前期比3.0ポイント改善、収益判断D.Iでは△1.5と同2.9ポイント改善
しました。また、前年同期比売上額判断D.Iが7.2、同5.７ポイント、同収益判断D.Iが4.3、同8.7ポイントと
もに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは△24.6と前期比1.1ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。
また、前期比残業時間D.Iも0.0と同7.4ポイント低下しました。
　借入金の動きでは、「借入した」が24.6％（前期23.5％）、「予定あり」が18.2％（前期17.9％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答した企業は17.6％（前期17.6％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が30.9％、｢原材料高｣が25.0％、「人手不足」が23.5％と
上位に挙げられました。

　業況の見通し判断D.Iは△7.4、当期実績比4.5ポイ
ント低下の見込
　項目別では、売上額判断D.Iは当期実績比横ばい、
収益判断D.Iは同3.0ポイント改善、販売価格判断D.Iは
同2.9ポイント低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績
比1.5ポイント低下、残業時間D.Iは同2.9ポイント改
善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が60.3％、
「販路を広げる」が54.4％、「人材を確保する」が
22.1％と上位に挙げられました。

　当社は、女性の割合が大きく、今後も更なる活躍が期待できるため、労働条件・
労働環境を見直すことが課題。
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4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

4～6月の
実　績

7～9月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】 【収　益】

増加（良い） 変わらず（変化無し） 減少（悪い）

 17.4 66.7 15.9 

 15.9 66.7  17.4 

 17.4 66.7  15.9 

 17.4 66.7 15.9 

  

 

 16.2 64.7  19.1 

 13.2 66.2  20.6 

 15.9 79.7  4.3 

 8.7 88.4  2.9 

18.1％

17.1％

　　　　　　　　　　　　　　16.2％

　　　　　　　8.6％

■ 製 造 業 回答企業数68企業（回答率94.4％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

時期

製造業  主要指標の推移D.I

7～9月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

 9 12 3 6 9 12 3 6 
15. 16. 17. 

30

20

10

0

△10

△20

△30

（単位：％）
問4 貴社では、３～５年後に向けて安定した事業を続けるために、どのような状況になれば

積極的な設備投資を開始しますか。１つ選んでお答えください。

（単位：％）

問5 貴社では、３～５年後の事業の継続・発展へ向けて、公的機関、商工会議所、商工会、金融機関等
の経営相談窓口からどのような支援を受けたいですか。３つ以内で選んでお答えください。

（単位：％）
問3 貴社では、３～５年後に向けて、現在の事業をどのように展開していきたいとお考えですか。

図1を参考に、最も当てはまるものを１つ選んでお答えください。

（％）0  10  20  30  40  50

（複数回答：3つ以内）

事業計画、経営戦略の策定支援
人材確保・育成支援

販路開拓・マーケティング支援
補助金・助成金の活用支援

事業承継支援
ＩＴ・ＨＰ・ＳＮＳ活用支援
製品・商品・サービス開発支援

海外展開支援
特に支援を必要としていない

そ　の　他

（単位：％）

（％）0  10  20  30  40  50

景気の先行き不透明の払拭
自社の業況の改善

設備投資税制優遇や補助金等の拡充
設備の陳腐化・老朽化
事業承継の問題解消

ＩＴ化投資の必要性増大
業 種 転 換

すでに積極化している
そもそも積極的な設備投資を行うつもりはない

そ　の　他

新しい販路・
市場の開拓
　  （２）

〈図1〉

現状維持（１）
新しい製品・商品・
サービスの開発
　　　（３）

全く異なる事業
（４）

現在の事業を、
現状のまま継続したい
54.3％新しい販路・市場を

開拓したい
29.4％

現在の事業を、
現状のまま継続したい
54.3％新しい販路・市場を

開拓したい
29.4％

新しい製品・商品・サービスを
開発したい　5.5％
新しい製品・商品・サービスを
開発したい　5.5％

全く異なる事業を手がけたい 1.3％

事業は縮小・撤退する  1.3％ 特に考えていない（わからない）
8.2％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46.6％

　　　　　　　　　　　　　　　　 19.9％

　　　  4.5％

　　　　　　　8.6％

　1.4％

　1.4％

0.0％

　1.4％

　　　　　　　　　　　　　16.2％

0.0％

　　　　　　　　　　　　　　　　  18.8％

　　　　　　　　　　　　　　16.2％

　　　　　　　　　　　　　　　　  19.0％

　　　　　　　　　　　　　　　17.1％

　　　　　5.7％

　　2.2％

　　 2.6％

0.0％

　　　　　　　　　　　　　　　  18.1％

 0.3％
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■ このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業222企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

調査結果のあらまし 業況は卸売業・小売業・サービス業で改善

4月～6月期の概況

7月～9月期の見通し
　業況の見通し判断Ｄ.Iは△9.5、実績比2.7ポイント低下の見込
　来期は、卸売業で改善、サービス業が横ばい、その他の業種では低下を見込んでいます。項目別では、売
上判断D.Iは横ばい、収益判断D.Iは当期実績比3.6ポイント改善、販売価格判断D.Iは同1.4ポイント改善を見
込んでいます。雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iは当期実績比0.5ポイント改善、また、残業時間D.Iは同
2.7ポイント低下の見通しとなっています。
　当面の重点施策でも、「経費の節減」が54.3％、「販路を広げる」が43.4％、「人材を確保する」が20.8％
と上位になり、前期と同様の結果となりました。

　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答えた企業の
割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）は△6.8と、
2017年1～3月期(前期)の調査より3.6ポイント改善しました。
　業種別では、建設業で前期比5.8ポイント低下しましたが、卸売業
は前期比9.7ポイント、小売業は同4.8ポイント、サービス業は同17.2
ポイントそれぞれ改善し、製造業と不動産業は横ばいとなりました。
　項目別では、売上判断D.Iは△3.2と前期比5.4ポイント、収益判
断D.Iは△8.6と同1.8ポイントともに改善。また、前年同期比売上額
判断D.Iは△5.4、同0.9ポイント低下、同収益判断D.Iは△10.9と横
ばいでした。
　雇用面では、人手過不足D.Iは△18.6と前期比2.7ポイント低下し、人手不足感がやや強まりました。また、前期
比残業時間D.Iも0.9と同1.8ポイント低下しました。
　借入金の動きや借入難易度では特に大きな変化は見られませんでした。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が36.7％、「同業者間の競争激化」が33.5％、「利幅の縮小」が21.3％
で上位となり、前期と同様の課題が挙げられました。

9 12 3 6 9 12 3 6
15.　   16.  17. 　

時期 7～9月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10

0

△10

△20

△30

総　　　合

製　造　業

卸　売　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

不 動 産 業

〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 29年1～3月 29年4～6月 29年7～9月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断D.Iは、３.６ポイント改善し△６.８。来期は、２.７ポイント低下し△９.５の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２.９。来期は、４.５ポイント低下し△７.４の見通し。

業況判断D.Iは、９.７ポイント改善し△１２.９。来期は、１６.２ポイント改善し３.３の見通し。

業況判断D.Iは、４.８ポイント改善し△２６.９。来期は、７.３ポイント低下し△３４.２の見通し。

業況判断D.Iは、１７.２ポイント改善し３.４。来期は、０.１ポイント改善し、３.５の見通し。

 業況判断D.Iは、５.８ポイント低下し２.８。来期は、８.５ポイント低下し△５.７の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの０.０。来期は、１１.８ポイント低下し△１１.８の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

 Number.92
（2017.４～６月期）
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